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(57)【要約】
【課題】直流電源及び交流電源に接続することにより駆
動可能なＬＥＤ回路を提供する。
【解決手段】一種の少なくとも１個または数個の同極性
に並列接続され、または直列接続または直並列に接続さ
れるＬＥＤにより第１ＬＥＤダイオードセットを構成し
、更に別のセットは、少なくとも１個または数個の同極
性に並列接続されまたは直列接続または直並列に接続さ
れるＬＥＤにより第２ＬＥＤダイオードセットを構成し
、二者により逆極性に直列接続される逆極性直列接続式
ＬＥＤを構成する。更に、電流制限インピーダンスと充
放電装置と圧力制限回路装置のうち少なくとも一方と接
続し、駆動回路を構成する。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一種の少なくとも１個または数個の同極性に並列接続され、または直列接続または直並
列に接続されるＬＥＤにより第１ＬＥＤダイオードセットを構成し、更に別のセットは、
少なくとも１個または数個の同極性に並列接続され、または直列接続または直並列に接続
されるＬＥＤにより第２ＬＥＤダイオードセットを構成し、二者により逆極性に直列接続
される逆極性直列接続式ＬＥＤを構成し、電流制限インピーダンスと充放電装置と圧力制
限回路装置のうち少なくとも一方と接続し、駆動回路を構成することにより、必要な作動
をさせる特性を持っているＬＥＤ回路であって、その主な構成は、ＬＥＤ（１０１）、Ｌ
ＥＤ（１０２）、ダイオード（２０１）、ダイオード（２０２）を含み、
　ＬＥＤ（１０１）は、１個または１個以上の発光ダイオードを同極に並列接続し、また
は直列接続または直並列接続によって構成され、
　ＬＥＤ（１０２）は、１個または１個以上の発光ダイオードを同極に並列接続し、また
は直列接続または直並列接続によって構成され、
　ダイオード（２０１）、ダイオード（２０２）は、１個または１個以上の整流ダイオー
ドまたは同機能の単方向に導電する回路装置を並列接続し、または直列接続または直並列
接続により構成され、
　ＬＥＤ（１０１）とダイオード（２０１）は互に逆方向導通電流を通して並列接続され
、第１ＬＥＤダイオードセットを構成し、ＬＥＤ（１０２）とダイオード（２０２）は互
に逆方向導通電流を通して並列接続され、第２ＬＥＤダイオードセットを構成し、
　第１ＬＥＤダイオードセットと第２ＬＥＤダイオードセットは逆極性に直列接続される
ことを通して、逆極性直列接続式ＬＥＤを構成し、その中で、第１ＬＥＤダイオードセッ
トを連結する独立端子はａ端であり、第１ＬＥＤダイオードセットと第２ＬＥＤダイオー
ドセットを逆極性に直列接続される接続端はｂ端であり、第２ＬＥＤダイオードセットを
連結する独立端子はｃ端であること、
　を特徴とするＬＥＤ回路。
【請求項２】
　交流電源は逆極性直列接続式ＬＥＤのａ端及びｃ端により送電され、交流ＬＥＤ機能と
して作動させることを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤ回路。
【請求項３】
　逆極性直列接続式ＬＥＤのａ端とｃ端を連結させ、その連結端はｂ端と共同して、直流
電気エネルギーを受け、ＬＥＤ（１０１）及びＬＥＤ（１０２）を通過することにより、
直流ＬＥＤ機能として作動させることを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤ回路。
【請求項４】
　交流電源へ応用するとき、交流電源と逆極性直列接続式ＬＥＤのａ端またはｃ端との間
に、ＬＥＤ（１０１）及びＬＥＤ（１０２）のうち少なくとも一方に、電流制限インピー
ダンス素子（４００）、電流制限インピーダンス素子（４０１）、及び電流制限インピー
ダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方を直列接続することができ、
　その中のインピーダンス素子は、１）抵抗性インピーダンス素子、２）容量性インピー
ダンス素子、３）コイルインピーダンス素子、４）線形トランジスターインピーダンス素
子、５）固相スイッチにより構成される裁断スイッチユニット、６）サイリスタの裁断ス
イッチユニット、のうちの一種または一種以上のインピーダンス素子を含み、
　上述したインピーダンス素子の直列に接続される位置は、１）インピーダンス素子とＬ
ＥＤを直列接続してから、更にダイオードと並列接続すること、及び２）インピーダンス
素子を電源と逆極性直列接続式ＬＥＤとの間に直列接続すること、及び３）ＬＥＤとダイ
オードのうち少なくとも一方と並列接続してから更にインピーダンス素子と直列接続する
こと、を特徴とする請求項１に記載のＬＥＤ回路。
【請求項５】
　直流電源へ応用するとき、直流電源と逆極性直列接続式ＬＥＤのａ端とｃ端の連結端、
またはｂ端との間に、ＬＥＤ（１０１）及びＬＥＤ（１０２）のうち少なくとも一方に、
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電流制限インピーダンス素子（４００）、電流制限インピーダンス素子（４０１）、及び
電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方を直列接続することができ
、
　その中のインピーダンス素子は、１）抵抗性インピーダンス素子、２）線性電晶体イン
ピーダンス素子、３）固相スイッチにより構成される裁断スイッチユニット、４）サイリ
スタの裁断スイッチユニット、のうちの一種または一種以上のインピーダンス素子を含み
、
　インピーダンス素子の直列に接続される位置は、１）インピーダンス素子とＬＥＤを直
列接続してから、更にダイオードと並列接続すること、及び２）インピーダンス素子を電
源と逆極性直列接続式ＬＥＤとの間に直列接続すること、及び３）ＬＥＤとダイオードの
うち少なくとも一方と並列接続してから更にインピーダンス素子と直列接続すること、を
特徴とする請求項１に記載のＬＥＤ回路。
【請求項６】
　交流電源へ応用するとき、交流電源と逆極性直列接続式ＬＥＤのａ端及びｃ端との間に
、ＬＥＤ（１０１）及びＬＥＤ（１０２）のうち少なくとも一方に、電流制限インピーダ
ンス素子（４００）、電流制限インピーダンス素子（４０１）、及び電流制限インピーダ
ンス素子（４０２）のうち少なくとも一方を直列接続し、ダイオード（２０１）の両端及
びダイオード（２０２）の両端のうち少なくとも一方に、充放電装置（３０１）及び充放
電装置（３０２）のうち少なくとも一方を並列接続することができ、
　その極性は交流電源を送電する際、交流電源の給電極性は並列に接続されるＬＥＤに対
して給電状態を呈し、電源電圧は並列に接続される充放電装置の電圧より高いとき、電源
はＬＥＤに対して給電すると同時に、並列に接続される充放電装置に対して充電し、
　また交流電源の給電極性は、並列に接続されるＬＥＤに対して給電せず、または電源給
電電圧が充放電装置の電圧より低いとき、充放電装置により並列に接続されるＬＥＤに対
して給電し、
　充放電装置の作動を通して、１）同時に両ＬＥＤに送電して発光させ、また交流電源の
極性変化に影響されない、２）交流電源によりＬＥＤを駆動するとき、ＬＥＤにより生じ
る光のパルスが少なくなる、３）電源切断後、ＬＥＤが遅れて消える電気エネルギーを提
供する、４）非常時に断電が起きたとき、ＬＥＤが続けて照明用電源を提供するし、充放
電装置は充放電可能な電池、またはモノポーラーやバイポーラーコンデンサやスパーキャ
パシタによって構成されること、のうちの一部または全部の機能を獲得可能であること、
　を特徴とする請求項２に記載のＬＥＤ回路。
【請求項７】
　交流電源へ応用するとき、交流電源と逆極性直列接続式ＬＥＤのａ端及びｃ端との間の
うち少なくとも一方に、電流制限インピーダンス素子（４００）を直列接続し、またＬＥ
Ｄ（１０１）及びＬＥＤ（１０２）のうち少なくとも一方に、電流制限インピーダンス素
子（４０１）及び電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方を直列接
続してから、更にダイオード（２０３）及びダイオード（２０４）の電流入力端のうち少
なくとも一方により、ＬＥＤ（１０１）の電流出力端及びＬＥＤ（１０２）のうち少なく
とも一方に、電流制限インピーダンス素子（４０１）及び電流制限インピーダンス素子（
４０２）のうち少なくとも一方を直列接続し、またダイオード（２０１）の両端及びダイ
オード（２０２）の両端のうち少なくとも一方に、充放電装置（３０１）及び充放電装置
（３０２）のうち少なくとも一方を並列接続し、
　その極性は交流電源を送電する際、交流電源の給電極性は並列に接続されるＬＥＤに対
して給電状態を呈し、かつ電源電圧は並列に接続される充放電装置の電圧より高いとき、
電源はＬＥＤに対して給電すると同時に、並列に接続される充放電装置に対して充電し、
　また交流電源の給電極性は、並列に接続されるＬＥＤに対して給電せず、または電源給
電電圧が充放電装置の電圧より低いとき、充放電装置により並列に接続されるＬＥＤに対
して給電し、
　充放電装置の作動を通して、１）同時に両ＬＥＤに送電して発光させ、また交流電源の
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極性変化に影響されない、２）交流電源によりＬＥＤを駆動するとき、ＬＥＤにより生じ
る光のパルスが少なくなる、３）電源切断後、ＬＥＤが遅れて消える電気エネルギーを提
供する、４）非常時に断電が起きたとき、ＬＥＤが続けて照明用電源を提供し、充放電装
置は充放電可能な電池、またはモノポーラーやバイポーラーコンデンサやスパーキャパシ
タによって構成されること、のうちの一部または全部の機能を獲得可能であること、
　を特徴とする請求項２に記載のＬＥＤ回路。
【請求項８】
　電流制限インピーダンス素子（４００）、電流制限インピーダンス素子（４０１）及び
電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方を設置しなくてもよいこと
を特徴とする請求項６に記載のＬＥＤ回路。
【請求項９】
　電流制限インピーダンス素子（４００）、電流制限インピーダンス素子（４０１）及び
電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方も設置しなくてもよいこと
を特徴とする請求項７に記載のＬＥＤ回路。
【請求項１０】
　交流電源へ応用するとき、ダイオード（２０１）及びダイオード（２０２）の両端のう
ち少なくとも一方に、電圧制限素子（５０１）及び電圧制限素子（５０２）のうち少なく
とも一方を並列接続し、また電流制限インピーダンス素子（４００）、電流制限インピー
ダンス素子（４０１）及び電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方
を設置することにより、ＬＥＤに対して圧力制限保護機能を構成し、電圧制限素子はツェ
ナーダイオードまたはツェナー効果を有し、電機、電子回路装置によって構成されること
、
　を特徴とする請求項４に記載のＬＥＤ回路。
【請求項１１】
　回路中のダイオード（２０１）の両端に、電圧制限素子（５０１）及びダイオード（２
０２）の両端のうち少なくとも一方に、電圧制限素子（５０２）を並列接続することを特
徴とする請求項６に記載のＬＥＤ回路。
【請求項１２】
　回路中のダイオード（２０１）及びダイオード（２０２）の両端のうち少なくとも一方
に、電圧制限素子（５０１）及び電圧制限素子（５０２）のうち少なくとも一方を並列接
続することを特徴とする請求項７に記載のＬＥＤ装置。
【請求項１３】
　ダイオード（２０１）及びダイオード（２０２）の両端のうち少なくとも一方に並列接
続する電圧制限素子（５０１）及び電圧制限素子（５０２）のうち少なくとも一方をＬＥ
Ｄ（１０１）及びＬＥＤ（１０２）のうち少なくとも一方に並列接続し、また両方とも設
置することができることを特徴とする請求項１０、１１、１２に記載のＬＥＤ回路。
【請求項１４】
　ＬＥＤ（１０１）とＬＥＤ（１０２）の効率、電圧、電流、数量及び直列接続または並
列接続または直並列接続方式は、同じまたは異なる規格を採用することができ、ＬＥＤ（
１０１）とＬＥＤ（１０２）の発光色は、同じ色または異なる色にすることができること
を特徴とする請求項１に記載のＬＥＤ回路。
【請求項１５】
　電流制限インピーダンス素子（４００）、電流制限インピーダンス素子（４０１）及び
電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方は、同じまたは異なる類別
素子及び同じまたは異なる規格を採用することができ、電流制限インピーダンス素子（４
００）と電流制限インピーダンス素子（４０１）と電流制限インピーダンス素子（４０２
）のうち少なくとも一方は、固定インピーダンス及び制御可能なインピーダンス値または
裁断制御または線性制御として、ＬＥＤに対して調光制御を行うと同時に、ＬＥＤ（１０
１）及びＬＥＤ（１０２）を制御しまたは個別に制御にすることができることを特徴とす
る請求項４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２または１３に記載のＬＥＤ回路。
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【請求項１６】
　充放電装置（３０１）及び充放電装置（３０２）のうち少なくとも一方の類別及び規格
は、同じまたは異なる規格を採用することができることを特徴とする請求項６、７、８、
９、１１、１２または１３に記載のＬＥＤ回路。
【請求項１７】
　電圧制限素子（５０１）及び電圧制限素子（５０２）のうち少なくとも一方の種類及び
規格は、同じまたは異なる規格を採用することができることを特徴とする請求項１０、１
１、１２または１３に記載のＬＥＤ回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ回路に関する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　現在のＬＥＤは、直流電気エネルギーにより駆動されるものと、ＬＥＤを逆極性に並列
接続することを通して交流により駆動される交流ＬＥＤとに分けられる。これらの使用は
比較的に融通がきかない。
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明は、一種の少なくとも１個または数個の同極性に並列接続され、または直列接続
または直並列に接続されるＬＥＤにより第１ＬＥＤダイオードセットを構成し、更に別の
セットは、少なくとも１個または数個の同極性に並列接続されまたは直列接続または直並
列に接続されるＬＥＤにより第２ＬＥＤダイオードセットを構成し、二者により逆極性に
直列接続される逆極性直列接続式ＬＥＤを構成し、更に電流制限インピーダンスと充放電
装置と圧力制限回路装置のうち少なくとも一方と接続し、駆動回路を構成することにより
、必要な作動を行う特性を有する。本発明は、ピンの選択を通して、直流電源や交流電源
の使用ができる。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】本発明の第１実施形態の逆極性直列接続式ＬＥＤの回路構成を示す説明図である
。
【図２】逆極性直列接続式ＬＥＤを交流電源へ応用する、本発明の第２実施形態の回路を
示す説明図である。
【図３】逆極性直列接続式ＬＥＤを直流電源へ応用する、本発明の第３実施形態の回路を
示す説明図である。
【図４】逆極性直列接続式ＬＥＤを交流電源へ応用し、ＬＥＤとインピーダンス素子を直
列接続し、更にダイオードと並列接続する、本発明の第４実施形態の回路を示す説明図で
ある。
【図５】逆極性直列接続式ＬＥＤを直流電源へ応用し、ＬＥＤとインピーダンス素子と直
列接続し、更にダイオードと並列に接続される、本発明の第５実施形態の回路を示す説明
図である。
【図６】逆極性直列接続式ＬＥＤを交流電源へ応用し、ＬＥＤと電流制限インピーダンス
素子を直列接続し、更に充放電装置に並列接続し、ダイオードと並列に接続する、本発明
の第６実施形態の回路を示す説明図である。
【図７】逆極性直列接続式ＬＥＤを交流電源へ応用し、ＬＥＤと電流制限インピーダンス
素子を直列接続し、充放電装置と並列接続し、ブロッキングダイオードと直列接続し、更
にダイオードと並列に接続する、本発明の第７実施形態の回路を示す説明図である。
【図８】図６に示した実施形態にインピーダンス素子を設置しない、本発明の第８実施形
態の回路を示す説明図である。
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【図９】図７に示した実施形態にインピーダンス素子を設置しない、本発明の第９実施形
態の回路を示す説明図である。
【図１０】図４に示した実施形態においてダイオードの両端に電圧制限素子を並列接続す
る、本発明の第１０実施形態の回路を示す説明図である。
【図１１】図６に示した実施形態においてダイオードの両端に電圧制限素子を並列接続す
る、本発明の第１１実施形態の回路を示す説明図である。
【図１２】図７に示した実施形態においてダイオードの両端に電圧制限素子を並列接続す
る、本発明の第１２実施形態の回路を示す説明図である。
【図１３】図１０の中のＬＥＤの両端に電圧制限素子を並列接続する、本発明の第１３実
施形態の回路を示す説明図である。
【図１４】図１１の中のＬＥＤの両端に電圧制限素子を並列接続する、本発明の第１４実
施形態の回路を示す説明図である。
【図１５】図１２の中のＬＥＤの両端に電圧制限素子を並列接続する、本発明の第１５実
施形態の回路を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【０００６】
　　　（第１実施形態）
　本発明の第１実施形態を図１に示す。図１は本形態の逆極性直列接続式ＬＥＤの回路構
成を示す説明図である。図１に示す本形態では主な構成として下記を含む。
　ＬＥＤ（１０１）：１個または１個以上の発光ダイオードを同極に並列接続し、または
直列接続または直並列接続によって構成される。
　ＬＥＤ（１０２）：１個または１個以上の発光ダイオードを同極に並列接続し、または
直列接続または直並列接続によって構成される。
　ダイオード（２０１）、ダイオード（２０２）：１個または１個以上の整流ダイオード
または同機能の単方向に導電する回路装置を並列接続し、または直列接続または直並列接
続により構成される。
【０００７】
　ＬＥＤ（１０１）とダイオード（２０１）は互に逆方向導通電流を通して並列接続され
、第１ＬＥＤダイオードセットを構成する。及びＬＥＤ（１０２）とダイオード（２０２
）は互に逆方向導通電流を通して並列接続され、第２ＬＥＤダイオードセットを構成する
。
【０００８】
　第１ＬＥＤダイオードセットと第２ＬＥＤダイオードセットは逆極性に直列接続される
ことを通して、逆極性直列接続式ＬＥＤを構成する。その中で、第１ＬＥＤダイオードセ
ットを連結する独立端子はａ端であり、第１ＬＥＤダイオードセットと第２ＬＥＤダイオ
ードセットを逆極性に直列接続される接続端はｂ端であり、第２ＬＥＤダイオードセット
を連結する独立端子はｃ端である。
　交流電源は逆極性直列接続式ＬＥＤのａ端及びｃ端により送電され、本形態のＬＥＤ回
路を交流ＬＥＤ機能として作動させる。
【０００９】
　　　（第２実施形態）
　本発明の第２実施形態を図２に示す。図２は逆極性直列接続式ＬＥＤを交流電源へ応用
する回路を示す説明図である。
　逆極性直列接続式ＬＥＤのａ端とｃ端を連結させ、その連結端はｂ端と共同して、直流
電気エネルギーを受け、ＬＥＤ（１０１）及びＬＥＤ（１０２）を通過することにより、
本形態のＬＥＤ回路を直流ＬＥＤ機能として作動させる。
【００１０】
　　　（第３実施形態）
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　本発明の第３実施形態を図３に示す。図３は逆極性直列接続式ＬＥＤを直流電源へ応用
する回路を示す説明図である。
　本形態を交流電源へ応用するとき、交流電源と逆極性直列接続式ＬＥＤのａ端またはｃ
端との間に、及びＬＥＤ（１０１）に、及びＬＥＤ（１０２）のうち少なくとも一方に、
電流制限インピーダンス素子（４００）、及び電流制限インピーダンス素子（４０１）、
及び電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方を直列接続することが
できる。
【００１１】
　　　（第４実施形態）
　本発明の第４実施形態を図４に示す。図４は逆極性直列接続式ＬＥＤを交流電源へ応用
し、先ずＬＥＤとインピーダンス素子を直列接続してから、更にダイオードと並列接続す
る回路を示す説明図である。図４に示すように、インピーダンス素子は下記の１）から６
）までのうちの一種または一種以上のインピーダンス素子を含む。１）抵抗性インピーダ
ンス素子、２）容量性インピーダンス素子、３）コイルインピーダンス素子、４）線形ト
ランジスターインピーダンス素子、５）固相スイッチにより構成される裁断スイッチユニ
ット、６）サイリスタの裁断スイッチユニット。
【００１２】
　上述したインピーダンス素子の直列に接続される位置は、
　１）インピーダンス素子とＬＥＤを直列接続してから、更にダイオードと並列接続する
こと、及び又は、
　２）インピーダンス素子を電源と逆極性直列接続式ＬＥＤとの間に直列接続すること、
及び又は、
　３）ＬＥＤとダイオードのうち少なくとも一方と並列接続してから、更にインピーダン
ス素子と直列接続することを含む。
【００１３】
　逆極性直列接続式ＬＥＤを直流電源へ応用するとき、直流電源と逆極性直列接続式ＬＥ
Ｄのａ端とｃ端の連結端、またはｂ端との間に、及びＬＥＤ（１０１）に、及びＬＥＤ（
１０２）のうち少なくとも一方に、電流制限インピーダンス素子（４００）及び電流制限
インピーダンス素子（４０１）及び電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なく
とも一方を直列接続することができる。
【００１４】
　　　（第５実施形態）
　本発明の第５実施形態を図５に示す。図５は逆極性直列接続式ＬＥＤを直流電源へ応用
し、先ずＬＥＤとインピーダンス素子と直列接続してから、更にダイオードと並列に接続
される回路を示す説明図である。
【００１５】
　図５に示すように、インピーダンス素子は、下記の１）から４）のうちの一種または一
種以上のインピーダンス素子を含む。１）抵抗性インピーダンス素子、２）線性電晶体イ
ンピーダンス素子、３）固相スイッチにより構成される裁断スイッチユニット、４）サイ
リスタの裁断スイッチユニット。
【００１６】
　インピーダンス素子の直列に接続される位置は、
　１）インピーダンス素子とＬＥＤを直列接続してから、更にダイオードと並列接続する
こと、及び又は、
　２）インピーダンス素子を電源と逆極性直列接続式ＬＥＤとの間に直列接続すること、
及び又は、
　３）ＬＥＤとダイオードのうち少なくとも一方と並列接続してから、更にインピーダン
ス素子と直列接続することを含む。
【００１７】
　逆極性直列接続式ＬＥＤを交流電源へ応用するとき、更に一歩進んで交流電源と逆極性
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直列接続式ＬＥＤのａ端及びｃ端との間、とＬＥＤ（１０１）及びＬＥＤ（１０２）のう
ち少なくとも一方に、電流制限インピーダンス素子（４００）と電流制限インピーダンス
素子（４０１）と電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方を直列接
続し、またダイオード（２０１）の両端及びダイオード（２０２）の両端のうち少なくと
も一方に、充放電装置（３０１）及び充放電装置（３０２）のうち少なくとも一方を並列
接続することができる。
【００１８】
　その極性は交流電源を送電する際、交流電源の給電極性は並列に接続されるＬＥＤに対
して給電状態を呈し、かつ電源電圧は並列に接続される充放電装置の電圧より高いとき、
電源はＬＥＤに対して給電すると同時に、並列に接続される充放電装置に対して充電する
。
　また、交流電源の給電極性は、並列に接続されるＬＥＤに対して給電せず、または電源
給電電圧が充放電装置の電圧より低いとき、充放電装置により並列に接続されるＬＥＤに
対して給電する。
【００１９】
　充放電装置の作動を通して、下記の一部または全部の機能を獲得することができる。
　１）同時に両ＬＥＤに送電して発光させ、また交流電源の極性変化に影響されないこと
。
　２）交流電源によりＬＥＤを駆動するとき、ＬＥＤにより生じる光のパルスが少なくな
ること。
　３）電源切断後、ＬＥＤが遅れて消える電気エネルギーを提供する。４）非常時に断電
が起きたとき、ＬＥＤが続けて照明用電源を提供する。充放電装置は充放電可能な電池、
またはモノポーラーやバイポーラーコンデンサやスパーキャパシタによって構成されるこ
と。
【００２０】
　　　（第６実施形態）
　本発明の第６実施形態を図６に示す。図６は逆極性直列接続式ＬＥＤを交流電源へ応用
し、先ずＬＥＤと電流制限インピーダンス素子を直列接続してから、更に充放電装置に並
列接続し、及びダイオードと並列に接続する回路を示す説明図である。
【００２１】
　逆極性直列接続式ＬＥＤを交流電源へ応用するとき、交流電源と逆極性直列接続式ＬＥ
Ｄのａ端及びｃ端との間のうち少なくとも一方に、電流制限インピーダンス素子（４００
）を直列接続し、またＬＥＤ（１０１）及びＬＥＤ（１０２）のうち少なくとも一方に、
電流制限インピーダンス素子（４０１）及び電流制限インピーダンス素子（４０２）のう
ち少なくとも一方を直列接続してから、更にダイオード（２０３）及びダイオード（２０
４）の電流入力端のうち少なくとも一方により、ＬＥＤ（１０１）の電流出力端及びＬＥ
Ｄ（１０２）のうち少なくとも一方に、電流制限インピーダンス素子（４０１）及び電流
制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方を直列接続し、またダイオード
（２０１）の両端及びダイオード（２０２）の両端のうち少なくとも一方に、充放電装置
（３０１）及び充放電装置（３０２）のうち少なくとも一方を並列接続する。
【００２２】
　その極性は交流電源を送電する際、交流電源の給電極性は並列に接続されるＬＥＤに対
して給電状態を呈し、かつ電源電圧は並列に接続される充放電装置の電圧より高いとき、
電源はＬＥＤに対して給電すると同時に、並列に接続される充放電装置に対して充電する
。また交流電源の給電極性は、並列に接続されるＬＥＤに対して給電せず、または電源給
電電圧が充放電装置の電圧より低いとき、充放電装置により並列に接続されるＬＥＤに対
して給電する逆極性直列接続式ＬＥＤ及び駆動回路。
【００２３】
　充放電装置の作動を通して、下記の一部または全部の機能を獲得することができる。
　１）同時に両ＬＥＤに送電して発光させ、また交流電源の極性変化に影響されないこと
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。
　２）交流電源によりＬＥＤを駆動するとき、ＬＥＤにより生じる光のパルスが少なくな
ること。
　３）電源切断後、ＬＥＤが遅れて消える電気エネルギーを提供すること。
　４）非常時に断電が起きたとき、ＬＥＤが続けて照明用電源を提供し、充放電装置は充
放電可能な電池、またはモノポーラーやバイポーラーコンデンサやスパーキャパシタによ
って構成されること。
【００２４】
　　　（第７実施形態）
　本発明の第７実施形態を図７に示す。図７は逆極性直列接続式ＬＥＤを交流電源へ応用
し、先ずＬＥＤと電流制限インピーダンス素子を直列接続し、また充放電装置と並列接続
し、またブロッキングダイオード（逆流防止ダイオード）と直列接続してから、更にダイ
オードと並列に接続する回路を示す説明図である。
　上述した図６及び図７に示した逆極性直列接続式ＬＥＤを交流電源へ応用し、及び充放
電装置と並列接続する実施形態の中で、電流制限インピーダンス素子（４００）と電流制
限インピーダンス素子（４０１）と電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なく
とも一方を設置しなくてもよい。
【００２５】
　　　（第８、９実施形態）
　本発明の第８実施形態を図８に示す。図８は、図６に示した実施形態に、インピーダン
ス素子を設置しないＬＥＤ回路を示す。
　本発明の第９実施形態を図９に示す。図９は、図７に示した実施形態に、インピーダン
ス素子を設置しないＬＥＤ回路を示す。
　交流電源へ応用するとき、ダイオード（２０１）及びダイオード（２０２）の両端のう
ち少なくとも一方に、電圧制限素子（５０１）及び電圧制限素子（５０２）のうち少なく
とも一方を並列接続し、また電流制限インピーダンス素子（４００）及び電流制限インピ
ーダンス素子（４０１）及び電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一
方を設置することにより、ＬＥＤに対して圧力制限保護機能を構成する。上述した電圧制
限素子はツェナーダイオードまたはツェナー効果を有し、電機、電子回路装置によって構
成される。
【００２６】
　　　（第１０実施形態）
　本発明の第１０実施形態を図１０に示す。図１０は、図４に示した実施形態において、
ダイオードの両端に電圧制限素子を並列接続するＬＥＤ回路を示す。
　ダイオード（２０１）及びダイオード（２０２）の両端のうち少なくとも一方に、電圧
制限素子（５０１）及び電圧制限素子（５０２）のうち少なくとも一方を並列接続し、Ｌ
ＥＤ及び充放電装置を保護する逆極性直列接続式ＬＥＤ及び駆動回路。その関連機能は図
４～図９に示した如くである。
【００２７】
　　　（第１１実施形態）
　本発明の第１１実施形態を図１１に示す。図１１は、図６に示した実施形態において、
ダイオードの両端に電圧制限素子を並列接続するＬＥＤ回路を示す。
　図１１に、図６で示した回路中のダイオード（２０１）の両端に、更に一歩進んで電圧
制限素子（５０１）及びダイオード（２０２）の両端のうち少なくとも一方に、電圧制限
素子（５０２）を並列接続することを示す。
【００２８】
　　　（第１２実施形態）
　本発明の第１２実施形態を図１２に示す。図１２は、図７に示した実施形態において、
ダイオードの両端に、電圧制限素子を並列接続するＬＥＤ回路を示す。
　図１２に図７で示した回路中のダイオード（２０１）の両端に、更に一歩進んで電圧制
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子（５０２）を並列接続することを示す。
　本形態を前述した図１０、１１、１２に示す実施形態の回路へ応用するとき、ダイオー
ド（２０１）及びダイオード（２０２）の両端のうち少なくとも一方に並列接続する電圧
制限素子（５０１）及び電圧制限素子（５０２）のうち、少なくとも一方をＬＥＤ（１０
１）及びＬＥＤ（１０２）のうち少なくとも一方に並列接続し、また両方とも設置するこ
とができる。
【００２９】
　　　（第１３、１４、１５実施形態）
　本発明の第１３実施形態を図１３に示す。図１３は、図１０の中のＬＥＤの両端に電圧
制限素子を並列接続するＬＥＤ回路を示す。
　本発明の第１４実施形態を図１４に示す。図１４は、図１１の中のＬＥＤの両端に電圧
制限素子を並列接続するＬＥＤ回路を示す。
　本発明の第１５実施形態を図１５に示す。図１５は、図１２の中のＬＥＤの両端に電圧
制限素子を並列接続するＬＥＤ回路を示す。
【００３０】
　上述の実施形態のＬＥＤ回路を実際に応用するとき、下記の関連素子を選択することが
できる。
　１）ＬＥＤ（１０１）とＬＥＤ（１０２）の効率、電圧、電流、数量及び直列接続また
は並列接続または直並列接続方式は、同じまたは異なる規格を採用することができる。
　２）ＬＥＤ（１０１）とＬＥＤ（１０２）の発光色は、同じ色または異なる色にするこ
とができる。
　３）電流制限インピーダンス素子（４００）と電流制限インピーダンス素子（４０１）
と電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方は、同じまたは異なる類
別素子及び同じまたは異なる規格を採用することができる。
【００３１】
　４）電流制限インピーダンス素子（４００）と電流制限インピーダンス素子（４０１）
と電流制限インピーダンス素子（４０２）のうち少なくとも一方は、固定インピーダンス
及び制御可能なインピーダンス値または裁断制御または線性制御として、ＬＥＤに対して
調光制御を行うと同時に、ＬＥＤ（１０１）及びＬＥＤ（１０２）を制御しまたは個別に
制御にすることができる。
　５）充放電装置（３０１）及び充放電装置（３０２）のうち少なくとも一方の類別及び
規格は、同じまたは異なる規格を採用することができる。
　６）電圧制限素子（５０１）及び電圧制限素子（５０２）のうち少なくとも一方の種類
及び規格は、同じまたは異なる規格を採用することができる。
【符号の説明】
【００３２】
　１０１、１０２　　　　　　　　・・・ＬＥＤ
　２０１、２０２、２０３、２０４・・・ダイオード
　３０１、３０２　　　　　　　　・・・充放電装置
　４００、４０１、４０２　　　　・・・電流制限インピーダンス素子
　５０１、５０２　　　　　　　　・・・電圧制限素子
　ａ　　・・・第１ＬＥＤダイオードセットを連結する独立端子
　ｂ　　・・・第１ＬＥＤダイオードセットと第２ＬＥＤダイオードセットを逆
　　　　　　　極性直列に接続される接続端
　ｃ　　・・・第２ＬＥＤダイオードセットを連結する独立端子
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